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マレｰシア旅行記

今回ボｰキサイト鉱床調査のため6月16目から約二

週間マラヤに滞在する機会を得た.予定した出発目の

直前に中国系とマラヤ系の人々の対立から首都クアラ

ノレンプｰノレで暴動が起こり相当数の死傷者が出るよう

な事態になったため出発を二週間ほど延期する破目に

なった.したがって現地の情勢について多少気掛かり

であったが筆者等の滞在中は平穏で作業や旅行には何

ら支障はなかった.ただ前半は午後9時以後外出禁止

後半は12時まで禁止令が緩和された.政府の威令が行

なわれることは実にみごとな恋ので禁止時以後は完全

に街は無人になりパトロｰノレの警官･兵隊以外の姿は全

く見られなくなる.われわれ短期の旅行者が気付いた

緊張はこの夜間外出禁止と街で時々見掛かけた装甲車

によるパトロｰノレ位のものであった.

マレｰシアの人種構成はマラヤ系50パｰセント弱･中

国系40パｰセント強･インド系約10パｰセントというこ

とであった.この人種構成はそのまま宗教構成とほぼ

一致しマラヤ系の人達は回教･中国系は仏教･インド

系はヒンざ一教を信じており小人数のキリスト教徒が

これに加わる.また社会的活動分野も比較的はっきり

分かれておりマラヤ系の人たちが政治的実権を握り

中国系の人達は経済活動に専念していたのであるがや

嶋崎吉彦

はり明確な分業は現在では成り立ちカミたいようである.

経済的な力をもっているのが中国系の人々であるため

商店街の看板は漢字の方が英語･マレｰ語よりも目立つ

有様である.マレｰの中国系の人々は現在ではおそら

く三代も四代もマレｰに住んでいるにもかかわらず依

然として中国語で話しわれわれの到底及ばないような

達筆で漢字を書くその中国文化に対する誇りの高さに

は実に驚嘆した.これはアメリカの日系二世･三世で

日本語の読み書きの達者な人の少ないのとまさに対称的

であった.中国系マレｰ人の大多数が全く異なる種類

の言語である中国語･マレｰ語･英語を自由自在にあや

つるのはまことにみごとであり人種グルｰプとしてこ

のような能力を代々持ち続けている例は少ないのではな

かろうか.しかし同時にこれは他人種との融和･同化

を妨げるというマイナスの一面がある事も否定できない.

マラヤの産業の大きな特色はゴムと錫鉱業の占める比

重か大きいことである.いたる所に整然と植えられた

ゴム林カミあり非常によく手入れされている.天然ゴ

ムは人手がかかり機械化しにくいものであるが投資

は安全で確実であり現状では合成ゴムとの競争にも十

分耐え得るということであった.

鉱業については第1表に見られる通り錫･鉄･ボｰ
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策1表

マレｰシアの鉱薬生産

鉱種�工964�1965�1966�1967

】''`^■'1I一'一1'''■�1'��1■'一一』�■■一一一'11

銅精鉱1�60,O04�63,670�68,886�72,119

金2�7,295�6.584�5,573�3,812

飲鉱有1�6,465,695�6,872,711�5,762,440�5,349,780

マンガン鉱石1��2,666�19,363�一

ボｰキサイト]�463,829�1,O01,062�940,447�855,389

銅精鉱1･8�1,070�1,OOO�ユ,250�不明

ジル=1ン1･8�148�446�844�281

ゼノタイムｰ･副���150�不明

チタン鉄鉱一･3�129,263�121,566�1ユ6.396�89,372

モナズ石一･8�303�694�866�947

鉄マンガン重石一･8�5�9�6�13

ロロンブ石1･8�56�46�67�87

陶土�1,420�1,562�1,576�1,758

1.一コングトン2.トロイオンス

3.錫鉱山の副産物

(Wor1dMini㎎J㎜e17.1968)より

キサイトが主要産物である.錫はマレｰ半島に特徴的

な鉱床であってPerak･Selangor･Negr1Semb1ianと

Pahangの諸州に産出する.最大の産地はperak州

のKintaValleyであって全マレｰシアの約60パｰ

セントの銀鉱石を産する.このようにこの地域カミ最大

の鉱業地帯であるためマレｰシア連邦地質調査所の本

部は首府のクアランノレンプｰルではなくKintaValley

のイポｰに設置されている.飛行機から見た錫鉱山の

白い掘あとが帯状に違っている状況は壮観である.全

国に約1,000の小規模な鉱山が操業中とのことである.

錫鉱床は花筒岩質岩石の活動に関連した気成作用で生

成したものと考えられ花闇岩･石灰岩･片岩などの中

に胚胎されている.鉱石鉱物は錫石であって電気石

･螢石･黄玉を伴い母岩の花闇岩はグライゼン化作用

を受けている.筆者等の訪れたTekka鉱山では鉱体

は脈状･鉱染状であり著しい風化作用を受けた花筒岩

･片岩中の鉱体を水力採掘で稼行していた.水力でば

らぱらにされた鉱物粒子は一力所に集められポンプで

吸い上げられて傾斜数度ないし10度の階段状の板の上

を流される.この“ねこ流し"によって比重の小さい

石英･長石･粘土などは洗い流され比重の大きい錫石

･チタン鉄鉱･ゼノタイム･磁鉄鉱などか板の上に沈積

する.これを15～20目ごとに回収しさらに流れのお

そい水で濃集した精鉱を出荷するという工程である.

二カ所の切羽から月産10トン程度の精鉱を出しており

精鉱の品位は錫石60パｰセント前後である.これらは

大きな選鉱場に送られさらに各鉱物別に選別される.

この鉱山のように直接岩石中の鉱石を採掘している所

はむしろ少なく砂鉱を採掘している場合の方が多い.

砂鉱の場合には古い河川のあとなどの低い平たんな地域

に堆積しており現在農地などに利用されている場合が

3錫の水力採掘

4錫鉱石スラリｰの吸い上げ上で“ねこ流し"�
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多く錫鉱山による水の大量使用･土地･土壌の破壊

尾鉱の処理など多くの問題を抱えており埋蔵鉱量の適

確な把握も困難な模様である.しかし砂錫鉱業は最近

年々のびており今後マレｰシアの重要な産業として大

きく発展するであろう.また1966年に錫精鉱からゼノ

タイム(YPO｡)が発見され1967年には月産約400トン

あったといわれている.この他銅･ジルコン･ゼノ

タイム･チタン鉄鉱･モナズ石等が副産物として回収さ

れている.

マラヤのボｰキサイト鉱床の大きな特徴は海抜15～

70mの比較的低い地域に分布しており高度100m以上

の地域にはない.おもな鉱床はJohore州とMa1acca

州にあり現在稼行されているものはJohore州東南に

互いに隣接しているRamuniaBauxiteLtd.とSoutheast

AsiaBauxitesLtd.(SEABA)の2鉱山のみである.

錫鉱山の航空写真

餐鰯鉱山の航蜜導翼

㌢栄一勢サイト鉱{艶友3A鉱山

岳ボｰキサイト採掘SEABA鉱山

9ボｰキサイト採掘SEABA鉱山�
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策2裁

南東ジ買ホｰル地区ボｰキサイト鉱石の品位

�L.o.至,�Si02�Fe望03�Ti02�A120国

�一����

BukitPenebok鉱体�鋤,婁9�3.64�6.42�O.25�58.71

Buk批脇囎鰍1Ku鴛泌鉱体�30,馳�2.85�7.96�O.59�57.71

M榊脇茱蔑醐1鉱体�顯｡搬�14.80�11.40�O.50�48,75

Bu搬腺至鋤臨鮒鉱体�27.餓�17.10�2.89�O.23�52.56

Bu脇醐帥廠鉱体�26,3θ�18.46�2.74�O.26�52.24

跳廠丁㎝屠korak鉱体�27,鵬�10.52�8.68�O.46�52.45

�亙毫.エ§�9.44���

跳kit臨鴫sa1鞭鉱体���57.08�O.86�18.47

�鰯.轟遺�4.62�15.06�O.88�50.90

跳搬脇細跳蹴鉱体�王§,§遂�13.60�34.29�ユ.31�30.96

祖お喬鉱体内での風位蜜勤も大嚢い

Ram㎜ia鉱山は現地資本の経営でありSEABAは

カナダのAlcanが最大出資者でJohoreMiningand

Stevedori㎎Co｡が採掘を請負っている.両鉱山は

Pengerang地区にありシンガポｰルから海路penge-

rangに至り自動車でTelokRamuniaに着く.陸

路からの交通は湿地帯を通らねばならないため無理であ

る.鉱床は海岸付近にあって最も遠い鉱体でも奥に

5マイノレの距離にあり鉱石の積み出しには便利である｡

淀だ海が遠浅であるために本船は3マイル沖に停泊し

ジ皿ティかい5◎トン積みのバｰジで本船まで運搬して

いる｡

鉱床賦存地域の地質は強い榴出作踊を受けた変成砦の

上を酸性溶岩凝灰岩などがおおっており花陶岩に貫

入されている.鉱床の原岩は三畳紀または石炭紀の凝

灰岩あるいは溶岩といわれているが鉱体の下部に原岩

10斌一キサイト鉱床Malac雌地区

ユ1ボｰキサイト鉱床調査�
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埋蔵鉱量はRammia数十万トンSEABA約二千万ト

ンである.ただしRamuniaは最近奥に大きく開発で

きる見込みのある鉱床を発見し近い内に開発を始める

予定である.

鉱層は相当厚く8mにも達する.従って採掘は写真

に見られるように動力シャベノレで掘ってトラックに積

み込むだけの作業であって人数も少なく非常に能率的

である.但し前述のように鉱体の下に厚い粘土層カミ

あるため鉱石を全部掘り尽すと雨季には泥沼と化し

トラックが運行できなくなるので数十㎝ボｰキサイトを

残して敷石替りにするとのことであった.採掘した鉱

石は水洗して粘土を洗い落している.SEABAの洗鉱

場ではまず3.5インチのふるいを通し大きいものは粉

砕し小さいものは水洗されながら次々と小さな筋を通

るようになっており1/1｡インチ以下のものは捨ててい

る･洗鉱能力は100トン/時以上であって三交代で稼

動すれば月10万トン処理できる.Ramunia鉱山の

場合は鉱石はトロンメル中で圧力水で洗われ2イン

チ以下の鉱石は1/16インチ振動静の上で洗われ2インチ

以上の塊は粉砕して洗篠を繰返えず.こちらの洗鉱場

は80トン/時の処理能力を有している.品位のバラツ

キが相当あるため洗鉱後各トラック毎(16トン積)に

品位分析を行ない各種品位のものを混合して出荷して

いる.1967年のこの地域からのボｰキサイト生産量は

約85万トンであった.大部分は日本へ送られたカミそ

の他カナダ西独台湾などにも輸出された.

である.したがってこの地域のボｰキサイトは重要で

あって今後共積極的に探査開発を進める必要があると考

える.

前に述べたようにマレｰシア連邦地質調査所の本部は

錫鉱業の中心地イポｰにある.地質技師化学技師等

合せてチャン所長以下13人の研究員とコロンボ計画によ

るカナダ人地質技師2人の余り大きくない規模であるが

非常に活発な活動が行なわれている.図幅調査は1マ

イル対1インチの縮尺で行なわれておりMa1a㏄a地区

の図幅が印刷中である.鉱床関係ではJohore地区ボ

ｰキサイト鉱床に関するMemoirが昨年出版され現

在では錫鉱床の研究カミ積極的に進められ地質調査所の

指導によって鉱量が飛躍的に増加した錫鉱山も少なくな

いはずである.鉱物関係の実験室では各種錫精鉱の鉱

物組成の研究か精力的に行なわれX線関係ではノレノレ

コのX線螢光分析装置二台を駆使して錫精鉱中のゼノ

タイム中のイットリウムその他の稀土類元素の定量法を

研究していた.化学分析室では通常の湿式法による

分析と同時に原子吸光法による分析が行なわれていた.

工作関係では同時に6枚の薄片を荒唐きできる装置がご

自慢であった.最近完成した近代的な庁舎と必要最小

限の近代設備を擁し41才のチャン所長以下新進気鋭の

諸君の意気盛んなマレｰシア連邦地質調査所の前途は正.

に洋々たるものであろう.

(筆者は鉱床部鉱石課)

マラッカ地区のボｰキサイトは第二次大戦中日本が採

掘したカミその後は故買されている.鉱体は三･四カ

所にありその埋蔵鉱量は全部で30万トンとも数百万ト

ンともいわれ全貌は明らかではない｡唯一般に珪酸

分が高いといわれている､大体海岸から数長鰍(マラ

ッカ市東方雌鮒)の平地はあり交通には便利である.

鉱石はギブサイトを主成分としカオジン褐鉄鉱が相

当混在している｡鉱体の厚さは余り厚くなさそうであ

る｡この勉にs由囎｡更共徽艶狐迎P出勤蔓各州

ぽボｰキサイト鉱床が知られているが鉱鐙はいずれも

懐少と報告されている.

東南アジアでボｰキサイトを産出しているのは亨レｰ

シア以外にはインドネシアのビンタン島である｡今後

オｰストラリアの膨大な鉱床が開発され筒本にも大最

に輸入されるであろうが東南アジア地域のものは鉱宥

鉱物がギブサイトで紡りオｰストラリアのそれはべ一

マイトであって精錬には東南アジアのものの方が良質

12マレｰシア連邦地質調査所お茶の時間�


